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	 加速器質量分析(AMS)におけるレーザー光脱離法(LPD)は、同重体核種の負イオンをレーザー光

により中性化し、目的核種から分離する手法である。原子の電子親和力(EA)よりもレーザーのエ

ネルギーが大きい場合に光脱離反応で負イオンが中性化されるため、同重体の EAよりも大きく、

目的核種の EAよりも小さいエネルギーのレーザーを使用することで、同重体のみを選択的に中

性化することが可能である。したがって、原則的に同重体の EAが目的核種の EAよりも大きい場

合にはLPDは適用できない。例えば、107Pd(T1/2 = 6.5E6y, EA = 0.56eV)と 107Ag(EA = 1.30eV)、32Si(T1/2 

= 132y, EA = 1.38eV)と 32S(EA = 2.08eV)などの組み合わせが該当する。 

	 一方で、原子から分子となると EAが変化する。Pdと Agの場合では、二量体である Pd2の EA

は 1.685eVであり、Ag2の EA = 1.02eVよりも大きくなる(図 1)1。他にも Si2(EA = 2.02eV)と S2(EA 

= 1.67eV)など、分子イオンとして試料から負イオンを引き出せば、EAが逆転し、LPDが適用で

きるようになる可能性が考えられる。実際、Pdや Agをセシウムスパッター型負イオン源から引

き出した際、二量体の負分子イオンが生成されることが報告されている 2。 

	 本研究では、東京大学 MALTの LPD用テストベンチビームラインにおいて分子負イオンへの

LPDの適用について検討した。 
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図 1 電子親和力の逆転 
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